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●８月１日機構改正・新しい理事が着任しました ………………………２
●「臨時福祉給付金」「子育て世帯臨時特例給付金」８月１０日申請受付開始 ……３
●平成２７年１０月１日　国勢調査が始まります ………………………４
●高校生夕張キャンプ２０１５ ……………………………………………５
●キラリ！～魅力ある高校づくりへの取り組み～ ………………………６

夕張高校の魅力づくり
急速な少子化が進む夕張市において、子育て環境充実への対策が急務となっています。
将来にわたって活力ある地域を維持するために、近年入学者数が減少している夕張高校に「魅力」

を創出し、子どもたちやその親の世代に「希望」を創ることが必要です。
市は、子育て中の世代や、これからの夕張を担う世代の方を中心に「夕張市地方人口ビジョン及び

地方版総合戦略策定委員会」を 8 月中に設置します。人口減少の抑制や仕事づくり・定住促進などと
ともに「夕張高校の魅力づくり」についても重要なテーマとして、具体的な方針を定めていきます。

No.１３４9　2015
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８
月
１
日　

機
構
改
正

政
策
の
実
行
、
将
来
の
行
政
執
行
体
制
の
確
保
の
た
め
、
機
構
を
改
正
し
ま
し
た
。

機
構
改
正
の
主
な
特
徴

◆
教
育
課
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
係
を
新
設
（
幼
稚
園
、
生
活
福
祉
係
か
ら
移
管
し
た

保
育
所
に
関
す
る
こ
と
、
放
課
後
児
童
に
関
す
る
こ
と
、
児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当

に
関
す
る
こ
と
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
こ
と
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
な
ど
を
担
当
）

◆
建
設
課
を
建
設
農
林
課
に
名
称
変
更
し
、
農
林
係
を
移
管
。

◆
ま
ち
づ
く
り
企
画
室
の
管
財
係
を
廃
止
し
、
一
部
事
務
を
建
設
農
林
課
へ
移
管
。

◆
産
業
課
を
廃
課
し
、
ま
ち
づ
く
り
企
画
室
に
商
工
観
光
担
当
を
配
置
。

新
し
い
理
事
が
着
任
し
ま
し
た

市
長
の
職
務
代
理
順
位　

第
１
順
位　

鈴
木
理
事　

第
２
順
位　

大
島
理
事

鈴す
ず
き木　

亮
り
ょ
う
い
ち

一　

理
事

　
　
　
（
北
海
道
か
ら
派
遣
）

任　

期　

平
成
27
年
７
月
１
日
〜
平
成
29
年

３
月
31
日

担
当
事
項　

総
務
課
、財
務
課
、保
健
福
祉
課
、

出
納
室
、
消
防
本
部
、
北
海
道
と
の
連
携
に

関
す
る
こ
と
な
ど

大お
お
し
ま島　

由よ
し
ゆ
き晋　

理
事

　
　
　
（
東
京
都
か
ら
派
遣
）

任　

期　

平
成
27
年
７
月
16
日
〜
平
成
29
年

７
月
15
日

担
当
事
項　

ま
ち
づ
く
り
企
画
室
、
建
設
農

林
課
、
上
下
水
道
課
、
市
民
課
、
東
京
都
と

の
連
携
に
関
す
る
こ
と
な
ど

保 健 福 祉 課 市 民 課 上 下 水 道 課 建 設 農 林 課

市 長

理 事

財 務 課 総 務 課 まちづくり企画室

出 納 室

選挙管理委員会

事 務 局

議 会

事 務 局消 防 本 部

管 理 課

消 防 署

警 防 課

教 育 委 員 会
教 育 長

消 防 長

事 務 局

監 査 委 員

事 務 局

教 育 課 公 平 委 員 会

事 務 局

農 業 委 員 会

事 務 局

保健係
包括支援係
介護保険係
生活福祉係
生活保護係

市民係
健康保険係
環境生活係
＊南支所

庶務係
管理係

総務課兼務

都市計画土木係
建築住宅係
農林係

財政係
賦課係
収納係

総務係
情報管理係

教育係
子ども・子育て支援係

管理グループ 警防グループ
予防グループ

まちづくり企画係

夕張市行政機構図
平成 27 年 8月1日
6 課 1 室 19 係
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8 月 10日（月）から申請受付開始
　「臨時福祉給付金」「子育て世帯臨時特例給付金」
平成２６年４月からの消費税率引き上げによる影響を踏まえ、昨年度に引き続き臨時
特例的な給付措置として支給します。
支給対象の可能性のある世帯に、８月上旬に個別通知（申請書）を送付します。
給付金の支給要件を満たすと思われる方で、８月１０日までに申請書類が届かない場
合は、問い合わせ先へ連絡してください。
※公務員の方の子育て世帯臨時特例給付金申請書については、勤務先から公務員専用の
申請書や児童手当受給状況の証明書が配布されますので、基準日（平成２７年５月
３１日）時点で住民登録のある市区町村に申請してください。

　　　※今年度はどちらの要件にも該当する方は、２つの給付金を両方とも受け取ることができます。

申請期間は８月１０日（月）から１１月１０日（火）まで
　　　次のいずれかの方法で申請書と必要な確認書類（本人確認書類など）を添付のうえ、提出してください。
　　　①返信用封筒に入れて郵送　②受付窓口へ持参
　　　※窓口での申請は、大変混雑が予想されますので、①による申請にご協力をお願いします。

◆通常窓口（問合せ先）
　　　臨時福祉給付金　　　　　　保健福祉課生活福祉係（市役所２階 )　　 　☎　５２－１０５９
　　　子育て世帯臨時特例給付金　教育課子ども・子育て支援係（市役所３階）☎　５２－３１６８
　　　　　　　　　　　　　　　※午前８時４５分～午後５時３０分、土、日、祝日は除く

◆臨時窓口を開設します

【臨時福祉給付金】
支給対象　基準日（平成２７年１月１日）時点で
夕張市に住民登録があり、平成２７年度分市民税
（均等割）が課税されていない方
※課税されている方に扶養されている方や、生活
保護の受給者などは対象外
支給額　支給対象者１人につき　６千円

【子育て世帯臨時特例給付金】
支給対象　基準日（平成２７年５月３１日）時点で
夕張市に住民登録があり、夕張市から平成２７年６
月分の児童手当（特例給付を除く）を受給する方
対象児童　平成２７年６月分の児童手当（特例給付
を除く）の対象となる児童
支給額　対象児童１人につき　３千円

2 つの給付金　よくある質問Ｑ＆Ａ

Ｑ Ｑ

Ａ Ａ

基準日の翌日以降に引っ越した場合は
給付金の申請はどうなりますか？

申請書を提出してからどのくらいで給付金
が振り込まれますか？

基準日に住民登録がある市区町村から支
給されます。具体的な手続きは申請先の
市区町村に問い合わせください。

おおむね２カ月ほどかかります。
支給日については、申請書の受理・審査
後に、決定通知書でお知らせします。

「臨時福祉給付金」の“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”にご注意ください
申請内容に不明な点があった場合、市から問合せを行うこともありますが、ＡＴＭ（現金自動預払機）の操作
をお願いすることや、支給のための手数料などの振り込みを求めることは、絶対にありません。
もし、不審な電話がかかってきた場合は、すぐに市の担当または警察に連絡してください。

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
世
帯
に

申
請
書
が
届
き
ま
す
。
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平
成
27
年
10
月
１
日

　

国
勢
調
査
が
始
ま
り
ま
す

　

国
勢
調
査
が
始
ま
り
ま
す

平
成
27
年
10
月
１
日

　

国
勢
調
査
が
始
ま
り
ま
す

国
勢
調
査
っ
て
ど
ん
な
調
査
？

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ

て
の
人
と
世
帯
を
対
象
と
す
る
国
の
最
も
基

本
的
な
統
計
調
査
で
す
。
国
内
の
人
口
や
世

帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
５
年

毎
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
（
平
成
27
年
）
の
国
勢
調
査
は
、
大

正
９
年
に
行
わ
れ
た
最
初
の
国
勢
調
査
か
ら

数
え
て
20
回
目
の
調
査
と
し
て
、
10
月
１
日

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

夕
張
市
で
の
調
査
対
象
者
は
、
10
月
１
日

現
在
、
す
で
に
３
カ
月
以
上
住
ん
で
い
る
人
、

ま
た
は
10
月
１
日
の
前
後
を
通
じ
て
、
３
カ

月
以
上
住
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
人
を
調
査

す
る
も
の
で
す
。
入
院
中
の
人
は
、
３
カ
月

未
満
な
ら
夕
張
市
の
自
宅
で
、
３
カ
月
以
上

で
あ
れ
ば
病
院
で
調
査
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。長

期
出
張
な
ど
で
市
内
に
滞
在
し
て
い
る

人
も
、
要
件
に
該
当
す
れ
ば
夕
張
市
で
調
査

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

調
査
方
法
は
？

今
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
漏
れ
な
く
正
確

な
調
査
を
行
う
た
め
、
全
国
で
約
80
万
人
の

国
勢
調
査
員
が
総
務
大
臣
か
ら
非
常
勤
の
国

家
公
務
員
と
し
て
任
命
さ
れ
、
調
査
事
務
に

あ
た
り
ま
す
。

夕
張
市
で
も
、
国
勢
調
査
員
と
し
て
78
人

を
任
命
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
調
査
員
は
、
１
３
５
カ
所
の
調

査
区
域
に
分
け
ら
れ
た
夕
張
市
全
域
を
、
９

月
上
旬
に
担
当
調
査
区
内
の
各
世
帯
を
訪
問

し
調
査
票
を
配
布
、
調
査
票
へ
の
記
載
を
依

頼
し
、
後
日
、
記
入
済
み
の
調
査
票
を
回
収

し
ま
す
。

調
査
員
に
は
、
写
真
付
の
調
査
員
証
と
腕

章
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
回
答
が
可
能
と
な
り
、
家
庭
の
パ
ソ
コ

ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
使
っ
て
回
答
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
の
調
査
項
目
は
？

今
回
の
国
勢
調
査
で
は
、氏
名
、男
女
の
別
、

世
帯
主
と
の
続
柄
な
ど
、
世
帯
員
一
人
ひ
と

り
に
関
す
る
事
項
13
項
目
と
、
住
居
の
種
類

な
ど
、
世
帯
に
関
す
る
４
項
目
の
計
17
項
目

に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

調
査
票
は
、
黒
の
鉛
筆
で
該
当
す
る
事
項

の
下
に
付
け
ら
れ
て
い
る
○
印
を
●
の
よ
う

に
塗
り
つ
ぶ
し
た
り
、
字
句
や
数
字
を
記
入

し
た
り
す
る
な
ど
、
簡
単
に
回
答
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
何
に
役
立
つ
の
か
？

国
勢
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
様
々
な
統
計
は
、

国
や
地
方
公
共
団
体
で
利
用
さ
れ
ま
す
。
民

間
企
業
や
研
究
機
関
で
も
広
く
利
用
さ
れ
、

国
民
生
活
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
や
地
方
公
共
団
体
で
の
利
用
で
代
表
的

な
も
の
と
し
て
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い

る
基
準
と
し
て
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
衆
議
院
の
小
選
挙
区
の
確

定
と
比
例
代
表
区
の
議
員
定
数
、
地
方
公
共

団
体
の
交
付
税
の
配
分
、
都
市
計
画
の
策
定
、

過
疎
地
域
の
要
件
な
ど
、
国
勢
調
査
に
よ
る

人
口
を
基
準
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
他
に
は
、
少
子
高
齢
化
の
将
来
予
測

や
地
域
の
人
口
の
将
来
の
見
通
し
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
計
画
策
定
、
防
災

計
画
の
策
定
な
ど
、
行
政
運
営
や
計
画
策
定

の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
。個

人
の
情
報
は
守
ら
れ
る
の
か
？

国
勢
調
査
は
「
統
計
法
」
な
ど
の
法
律
に

基
づ
き
国
が
実
施
す
る
調
査
の
た
め
、「
個
人

情
報
保
護
法
」
な
ど
は
適
応
さ
れ
ま
せ
ん
。

世
帯
か
ら
封
筒
に
封
を
し
て
調
査
員
に
提

出
さ
れ
た
調
査
票
は
、
調
査
員
は
こ
れ
を
開

封
せ
ず
に
市
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

調
査
員
に
は
、
統
計
法
に
よ
り
守
秘
義
務

が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
調
査
上
知
り
得
た

秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
、

違
反
し
た
場
合
は
、
罰
則
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
厳
し
い
守
秘
義
務
と
罰
則
が

設
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
調
査
対
象
と
な
る

人
に
調
査
事
項
に
つ
い
て
漏
れ
な
く
正
確
に
、

安
心
し
て
回
答
し
て
も
ら
う
た
め
で
す
。

問
合
せ
先　

市
総
務
係 

☎
52
―
３
１
７
０
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第31回 ゆうばり夏まつり
と　き  ８月８日（土）※雨天の場合は９日（日）　ところ  清水沢イベント広場　
①屋台村オープン　午後４時　②夕張太鼓　午後４時３０分
③夕張応援ライブ（高城靖雄氏）・極真空手演武（千葉真一氏）　午後５時３０分
④阿呆踊りスタート　午後６時３０分　⑤納涼花火大会　午後７時４５分
　※花火終了後、無料バスを運行します。
　　１号車 清水沢駅前→清陵町→沼ノ沢→紅葉山方面、２号車 清水沢駅前→南部→若菜→本町方面
★夏まつり協賛行事　第５０回全夕張柔道大会 
　と　き　８月１５日（土）午前９時３０分　
　ところ　文化スポーツセンター　　　　　　　　 問合せ先  ゆうばり夏まつり実行委員会　☎５２―３２６６

高校生夕張キャンプ 2015
夕張市では、北海道と東京都の高校生たちの健全育成を目的に、平成24年度から「高校生夕張キャンプ」

を実施しています。
今年度からは、新たに東京都立高校の生徒が市内開催のバスケットボール合宿に参加します。
高校生たちによる野球、バスケットボール、サッカーの試合の観覧に是非お越しください。

問合せ先　高校生夕張キャンプ実行委員会事務局　☎５２－３１７０

●高校男子野球
毎年市内で行われている高校野球合宿「メロンリーグ」に都立高校が
参加し、各校との試合や合同練習を通じて技術の向上や交流を図ります。
　と　き　８月１日～３日
　ところ　サングリンスタジアム（平和運動公園野球場）ほか
　参加校　東京都立江戸川高校ほか

●高校男子バスケットボール
「H27 SOSEI CUP 12th」にて、北海道 14支部の高校の強豪
チームと東京都立の代表１チームがリーグ戦やトーナメントを行
うことにより、競技力向上を目指します。
　と　き　８月６日～８日
　ところ　ゆうばり文化スポーツセンターほか
　参加校　東京都立城東高校、札幌創成高校ほか

●高校女子サッカー
北海道代表２校、東京都代表２校、クラブチーム１チームの合計５チー
ムが、明日の“なでしこ”を目指してリーグ戦を行い、交流を深めます。
市内の児童・生徒とのスポーツ交流も実施します。
と　き　８月１４日（児童・生徒との交流）
　　　　８月１５日～１６日（リーグ戦）　　　　
ところ　サングリンスポーツヴィレッジ（平和運動公園）
参加校　東京都立晴海総合高校、東京都立飛鳥高校、
　　　　北海道文教大学明清高校、北海道大谷室蘭高校
参加クラブ　ノルディーア北海道
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キラリ！～魅力ある高校づくりへの取り組み～

来年創立８０周年を迎える夕張高校。
夕張の未来を担う人材を育成するため、魅力ある地域の高校として様々な取り組みを進めています。
夕張高校を市民の皆さんにもっと知ってもらい、これからも市民と共に、魅力ある夕張高校づく
りを目指していきます。
夕張高校に通う生徒たちが「キラリ！」と輝く学校づくりは、将来のまちづくりにつながります。
これから毎月、魅力ある高校づくりのための様々な取り組みを市民の皆さんに紹介させていただ
きます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ先　夕張高校　☎５９－７１１０

◆学校の沿革
昭和11年 4月 1日 夕張町立高等家政女学校開校
 23 年 4月 1日 学制改革により夕張市立高等学校と改称
 25 年 7月 25日 北海道夕張東高等学校と改称
 26 年12月25日 北海道夕張南高等学校と改称
 27年 4月 1日 定時制課程新設
 29 年 4月 1日 道立移管
 41年 4月 1日 定時制課程普通科を商業科に学科転換
 42年 3月3 1日 ※北海道夕張真谷地高等学校閉校
 46 年 3月3 1日 ※北海道夕張登川高等学校閉校
 53 年 4月 1日 定時制課程募集停止
 58 年 3月3 1日 ※北海道夕張東高等学校閉校
 58 年12月 9日 校舎の一部を焼失（体育館・特別教室等）
 62年 9月20日 創立５０周年・校舎改築記念式典挙行
平成  ４年 4月 1日 北海道夕張高等学校開校
  6 年 3月3 1日 商業科閉科、普通科単置校となる
　　　　　　　　　 ※北海道夕張北高等学校閉校
  7年 4月 1日 適正配置により１学級減（第１学年３学級）
  8 年 9月29日 創立６０周年記念式典挙行
 15 年 3月3 1日 ※北海道夕張緑ヶ丘実業高校閉校
 16 年 4月 1日 適正配置により１学級減（第１学年２学級）
 18 年10月 8日 創立７０周年記念式典挙行
 25 年 4月 1日 適正配置により１学級減（第１学年１学級）
 27年 4月 1日 全学年　普通科１間口

◆校　章

　　　 

（由来）
校旗のエンジ色は若人の情熱・明朗を表
し、未来の躍進を展望している。
校章を見てまず目に付く五本のペンは夕
張唯一の普通高校という観点から生徒の生
命というべき学問と「市の樹」である桜の
花びら五弁を象徴化したものである。
中心には鏡を要として配置し、澄み渡っ
た人の心を表している。鏡のまわりを「夕」
で縁取りし、学校全体の和を象っている。

最
近
の
取
り
組
み

◆
部
活
動
入
部
促
進
（
加
入
率
80
％
）

◆
学
習
部
の
設
立
（
勉
強
意
欲
の
底
上
げ
）

◆
職
業
調
べ
学
習
（
働
く
こ
と
の
意
義
）

◆
わ
か
る
授
業
の
徹
底
（
全
教
員
の
協
力
）

◆
課
題
の
把
握
（
教
員
の
共
通
理
解
）

◆
図
書
室
の
市
民
開
放
検
討

※
最
近
の
取
り
組
み
か
ら
、
６
月
に
行
わ
れ

た
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
文
化
体
育
後
援
会
役
員
会
で
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

テ
ー
マ

「
保
護
者
が
期
待
す
る
夕
張
高
校
の
姿
」

主
な
意
見
な
ど

◆
様
々
な
思
い
が
生
か
さ
れ
る
学
校

◆
輝
き
（
生
徒
が
輝
く
強
い
部
活
動
）

◆
学
力
・
進
路
・
国
公
立
へ
（
学
力
向
上
、

み
ん
な
が
勉
強
で
き
る
環
境
）

◆
郷
土
愛
（
夕
張
の
良
さ
を
学
ぶ
、
地
域
課

題
を
教
材
に
）

◆
居
場
所
（
心
が
落
ち
着
く
居
場
所
）

◆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
生
徒
・
学
校
・

保
護
者
相
互
の
交
流
）

◆
地
域
へ
（
市
民
と
の
会
話
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
労
働
力
）

◆
Ｐ
Ｔ
Ｏ
（
楽
し
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
）

◆
個
性
（
目
標
が
明
確
）

◆
ワ
ク
ワ
ク
！
（
元
気
、
楽
し
い
、
や
り
た

い
こ
と
が
で
き
る
、
喜
び
）

◆
オ
ー
プ
ン
（
教
室
の
活
用
、
市
民
が
気
軽

に
来
校
）

◆
礼
儀
（
挨
拶
が
で
き
る
）

※
こ
の
願
い
は
全
教
員
で
共
有
し
、
今
後
の

高
校
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。
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不
可
）、
養
育
費
に
関
す
る
申
告
書

※
平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
で
夕

張
市
以
外
に
住
民
票
が
あ
っ
た
方

は
、
平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
で

住
民
票
の
あ
っ
た
市
町
村
発
行
の

平
成
26
年
分
の
所
得
証
明
書

提
出
先　

市
教
育
課
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
係
ま
た
は
南
支
所

そ
の
他　

受
給
者
の
状
況
に
応
じ

て
、
必
要
と
す
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

不
明
な
点
な
ど
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

★
児
童
扶
養
手
当
の
制
度
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
な
ど
の
生
活
の
安
定
と
自
立

の
促
進
に
寄
与
し
、
子
ど
も
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

対
象
者　

日
本
国
内
に
住
所
が
あ

り
、
支
給
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
児
童
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
後

の
最
初
の
３
月
31
日
の
間
に
あ
る
児

童
、
ま
た
は
20
歳
未
満
で
政
令
で
定

め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
児

童
）
を
監
護
し
て
い
る
母
、
監
護
し
、

か
つ
生
計
を
同
じ
く
す
る
父
、
父
母

に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
養

育
者
に
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

支
給
要
件　

◆
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

◆
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

◆
父
ま
た
は
母
が
政
令
で
定
め
る

程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

◆
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
児
童

◆
父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

◆
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
児
童

◆
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た

児
童

次
の
よ
う
な
場
合
な
ど
は
、
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

◆
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
と
き

◆
児
童
が
、
児
童
福
祉
法
に
規
定

す
る
里
親
に
預
け
ら
れ
た
と
き

◆
児
童
が
、
請
求
者
で
な
い
父
ま

た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

る
と
き
（
父
ま
た
は
母
が
政
令
で

定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
場
合
を
除
く
。）

◆
婚
姻
の
届
け
出
は
し
な
く
て
も

事
実
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る
と
き

（
父
ま
た
は
母
に
限
る
）

手
当
額　

児
童
１
人
に
つ
き
月
額

４
２
、０
０
０
円
（
平
成
27
年
４

月
分
か
ら
）、
２
人
目
は
月
額
５
、

０
０
０
円
加
算
、
３
人
目
か
ら
は

１
人
に
つ
き
３
、０
０
０
円
加
算

※
受
給
者
や
同
居
す
る
扶
養
義
務

者
の
所
得
に
よ
り
、
手
当
額
の
一

部
や
全
額
が
支
給
停
止
（
減
額
）

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
毎
年

の
消
費
者
物
価
指
数
の
変
動
に
応

じ
て
手
当
額
が
改
定
と
な
り
ま
す
。

公
的
年
金
と
の
併
給
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
な
ど
を
受

給
す
る
方
は
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成

26
年
12
月
か
ら
は
、
年
金
額
が
児

童
扶
養
手
当
額
よ
り
低
い
場
合
は
、

そ
の
差
額
分
を
児
童
扶
養
手
当
と

し
て
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

手
続
き
に
つ
い
て　

児
童
扶
養
手

当
の
該
当
に
な
る
方
は
、
問
合
せ
く

だ
さ
い
。
対
象
者
で
も
申
請
し
な
い

と
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
教
育
課
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
係 

☎
52
―
３
１
６
８

「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ

基
金
」
助
成
事
業
（
平
成
27

年
度
下
期
分
）
の
募
集

夕
張
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
が
行

う
事
業
で
、「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン

カ
チ
基
金
」
か
ら
の
助
成
を
希
望

す
る
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

８
月
３
日
〜
31
日

募
集
対
象
事
業  

①
夕
張
の
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
行
う
事
業 

②
平
成

27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３

月
31
日
ま
で
に
実
施
予
定
の
事
業

助
成
金
の
上
限　

１
事
業
あ
た
り

20
万
円

申
込
方
法 　
申
請
様
式
に
必
要
事

項
を
記
載
の
う
え
、
持
参
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
不
可
）

申
請
書
の
取
り
寄
せ
と
提
出
先

市
ま
ち
づ
く
り
企
画
室

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

そ
の
他　

助
成
を
申
請
し
た
団
体

は
、
使
途
選
定
委
員
会
で
の
審
査
の

際
に
、
申
請
事
業
の
内
容
に
つ
い
て

説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
助
成

金
申
請
額
５
万
円
以
下
の
事
業
に
限

り
、
書
類
審
査
の
み
と
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
ま
ち
づ
く
り
企
画
室 

☎
52
―
３
１
４
１林

はやし
　　茂

しげ
　夫

お

７月から市内に居住しながら、
廃校活用者支援や交流人口の創
出のための取り組みを行い、市
の再生や活性化を図ります。

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の

提
出
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
の
方

（
支
給
停
止
中
の
方
も
含
む
）
は
、

毎
年
８
月
に
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。

こ
の
届
け
出
は
、
毎
年
８
月
１
日

時
点
の
状
況
を
記
入
し
、
８
月
以

降
引
き
続
き
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
で
き
る
要
件
に
あ
る
か
を
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
受
給
者
の

方
に
は
、
８
月
上
旬
に
現
況
届
の
提

出
に
つ
い
て
案
内
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
期
日
ま
で
に
必
要
書
類
を
添

付
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
届
け
が
な
い
と
８
月
分
以
降

の
手
当
が
受
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
未
提
出
の
ま
ま

２
年
が
経
過
す
る
と
、
時
効
に
よ

り
受
給
資
格
が
消
滅
し
ま
す
。

※
郵
送
で
の
受
け
付
け
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
受
給
資
格
者
本
人
が

窓
口
へ
お
越
し
の
う
え
、
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
に
必
要
な
も
の

◆
現
況
届
、
現
在
お
持
ち
の
児
童

扶
養
手
当
証
書
（
全
部
支
給
停
止

の
方
は
不
要
で
す
。）、
16
歳
以
上

19
歳
未
満
（
平
成
８
年
１
月
２
日
〜

平
成
11
年
１
月
１
日
生
ま
れ
）
の
控

除
対
象
扶
養
親
族
に
関
す
る
申
立

書
、
同
意
書
、
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ

地域おこし協力隊員
（嘱託職員）
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平
成
27
年　

市
営
住
宅

第
３
回
入
居
者
募
集

入
居
資
格

政
令
で
定
め
る
収
入
の
基
準
を
満

た
す
方
、
地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
方
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
な
ど
。

既
に
市
・
道
営
住
宅
に
入
居
し

て
い
る
方
で
、
お
風
呂
が
な
い
方

や
世
帯
構
成
員
が
増
減
し
た
方
な

ど
特
別
な
事
情
が
あ
り
、
住
替
え

の
条
件
を
満
た
す
方
。

応
募
期
間　

８
月
３
日
〜
11
日 

（
土
日
を
除
く
）

申
込
方
法　

本
人
が
市
役
所
３
階

建
築
住
宅
係
ま
た
は
南
支
所
に
、
関

係
書
類
（
申
込
用
紙
、
印
鑑
、
入

居
者
全
員
分
の
収
入
が
分
か
る
も

の
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
郵
送
に
よ
る
提
出
も
受
け
付
け

し
ま
す
。
※
８
月
11
日
必
着
。

応
募
者
が
複
数
と
な
っ
た
場
合

は
抽
選
に
て
決
定
し
ま
す
。

当
選
者
は
、
入
居
資
格
審
査
を

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
建
築
住
宅
係 

☎
52
―
３
１
１
９

介
護
保
険
各
種
利
用
者
負
担

軽
減
認
定
の
更
新

  介
護
保
険
各
種
利
用
者
負
担
軽

減
認
定
（
介
護
保
険
負
担
限
度
額

認
定
、
社
会
福
祉
法
人
等
利
用
者

負
担
軽
減
認
定
）
を
受
け
て
い
る

方
の
有
効
期
限
は
、
平
成
27
年
７

月
31
日
で
す
。

現
在
、
認
定
を
受
け
て
い
る
方

に
は
、
市
か
ら
更
新
の
お
知
ら
せ

を
し
て
い
ま
す
。
継
続
し
て
認
定

を
受
け
る
方
は
、
８
月
中
に
更
新

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

《
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
》

介
護
保
険
施
設
に
入
所
（
短
期
入

所
を
含
む
）
し
て
い
る
方
の
食
費
・

居
住
費
（
短
期
入
所
の
場
合
は
滞

在
費
）
の
自
己
負
担
を
軽
減
す
る

制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
方

●
生
活
保
護
受
給
者

●
本
人
と
世
帯
全
員
（
世
帯
分
離

し
て
い
る
配
偶
者
も
含
む
）
が
市

民
税
非
課
税
で
あ
り
、
預
貯
金
な

ど
が
単
身
で
１
、０
０
０
万
円
、
夫

婦
で
２
、０
０
０
万
円
以
下
の
方

《
社
会
福
祉
法
人
等
利
用
者
負
担
軽

減
認
定
》

社
会
福
祉
法
人
な
ど
が
行
っ
て

い
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
い
る
方
の
、
利
用
料
の
自
己
負

担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
方

●
生
活
保
護
受
給
者

●
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
で
次

の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
方

①
年
間
収
入
が
、
単
身
世
帯
で

１
５
０
万
円
以
下
、
２
人
以
上
の

世
帯
に
つ
い
て
は
、
世
帯
員
が
１

人
増
え
る
ご
と
に
50
万
円
を
加
算

し
た
額
以
下
の
方

②
預
貯
金
な
ど
の
額
が
、
単
身
世

帯
で
３
５
０
万
円
以
下
、
２
人
以

上
の
世
帯
に
つ
い
て
は
、
世
帯
員

が
１
人
増
え
る
ご
と
に
１
０
０
万

円
を
加
算
し
た
額
以
下
の
方

③
自
宅
な
ど
の
日
常
生
活
の
た
め

に
必
要
な
資
産
以
外
に
資
産
を

持
っ
て
い
な
い
方

④
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
（
課
税

世
帯
）
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
方

⑤
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な

い
方

※
新
た
に
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど

の
行
う
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
始
め

た
方
や
、
介
護
保
険
施
設
に
入
所

し
た
方
は
、
随
時
申
請
を
受
け
付

け
し
ま
す
の
で
、
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先  

市
介
護
保
険
係 

☎
52
―
３
１
６
４

※階情報に ( エ ) が付いているものは、エレベータ付の住宅です。
※公営住宅を希望する単身世帯の方は、応募する住戸の面積によっては、１割増し家賃となります。
※募集枠、募集住棟は変更する場合があります。

種別
改良
改良
改良
改良
公営

募集枠

一　般　枠
住宅に困っている方対象

戸数
１
1
1
1
1

地区
本町
末広
末広
平和

南清水沢

住棟
栄
恵２
恵４
和１
Ｄ49-1

間取
2LDK
3LDK
2LDK
3LDK
3DK

階情報
3階（エ）
3階（エ）
4階（エ）
2階
1階

道
道
夕
張
長
沼
線
の
工
事
に
係
る
通
行
規
制
に
つ
い
て

　
車
道
・
歩
道
部
の
拡
幅
と
勾
配
改
良
、
擁
壁
の
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

工
事
期
間　

８
月
中
旬
〜
平
成
28
年
１
月
下
旬

規
制
内
容　

片
側
交
互
通
行
（
一
部
24
時
間
）

そ
の
他　

誘
導
員
に
よ
る
交
通
誘
導
を
実
施
し
ま
す
。

　問
合
せ
先　

札
幌
建
設
管
理
部
長
沼
出
張
所 

☎
０
１
２
３
―
88
―
２
３
４
６
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市
税
・
保
険
料
の
納
付
に
つ

い
て　

市
税
や
保
険
料
に
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
な
い

方
に
対
し
、
督
促
状
を
送
付
し
て

い
ま
す
が
、
お
手
元
の
納
付
書
を

再
度
確
認
し
、
未
納
が
あ
る
場
合

は
至
急
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
延
滞
金
の
利
率
に
つ
い
て

市
税
や
保
険
料
を
納
期
限
ま
で

に
完
納
し
な
い
場
合
に
は
、
納
期

限
の
翌
日
か
ら
税
額
（
保
険
料
額
）

に
次
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た

延
滞
金
が
発
生
し
ま
す
。

●
年
9.1
％
（
特
定
基
準
割
合
＋

7.3
％
）
※
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１

カ
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
。

●
年
2.8
％
（
特
定
基
準
割
合
＋

１
％
）

特
例
基
準
割
合
と
は　

各
年
の
前
々

年
か
ら
前
年
の
９
月
ま
で
の
各
月

に
お
け
る
銀
行
の
新
規
の
短
期
貸

出
約
定
平
均
金
利
の
平
均
と
し
て

財
務
大
臣
が
告
示
す
る
割
合
に
年

１
％
を
加
算
し
た
割
合
で
、
平
成

27
年
中
は
1.8
％
で
す
。

◆
家
計
の
無
料
相
談
会
実
施

市
で
は
毎
月
１
回
、
Ｆ
Ｐ
（
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）
資

格
を
持
つ
行
政
書
士
に
よ
る
無
料

相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｆ
Ｐ
は
、
税
・
保
険
・
金
融
・
年

金
な
ど
の
幅
広
い
知
識
を
備
え
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
専
門
家
で
す
。

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
る
Ｆ
Ｐ

○
名
古
屋
裕
一
行
政
書
士

○
梅
澤
靖
貴
行
政
書
士

相
談
に
よ
り
過
払
い
金
の
発
生

が
わ
か
り
、
過
払
い
金
返
還
請
求
手

続
き
に
つ
な
が
っ
た
例
も
多
く
あ

り
ま
す
。
日
々
の
家
計
管
理
や
住

宅
ロ
ー
ン
、
保
険
の
見
直
し
、
相
続
・

遺
言
な
ど
、
く
ら
し
と
お
金
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

※
事
前
予
約
の
方
が
優
先
。

相
談
日　

毎
月
第
２
水
曜
日

と　

き　

午
後
１
時
〜
５
時

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

市
税
・
保
険
料
の
滞
納
処
分
と

し
て
差
押
え
た
動
産
を
、
ヤ
フ
ー

株
式
会
社
が
提
供
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
「
官
公
庁

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
を
利
用
し
、
次

の
と
お
り
売
却
し
ま
す
。

公
売
は
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

参
加
申
込
受
付
期
間　

　

８
月
17
日
〜
９
月
１
日

入
札
期
間　

９
月
８
日
〜
10
日

買
受
代
金
納
付
期
限　

　

９
月
18
日 

午
後
２
時
30
分

問
合
せ
先　市収

納
係 

☎
52
―
３
１
２
９

納
涼
祭
ビ
ー
ル
祭
り

夕
張
太
鼓
保
存
会
「
竜
花
」
の

演
奏
、
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
、
ス
ペ

シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
を
迎
え
た
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
、
ゲ
ー
ム
、
大
抽
選
会
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。

と　

き　

８
月
21
日
・
22
日 

午
後

５
時
30
分
〜
９
時

と
こ
ろ　

道
の
駅
夕
張
メ
ロ
ー
ド

駐
車
場
特
設
会
場

お
得
な
前
売
券
発
売
中
で
す
！

問
合
せ
先　

道
の
駅
夕
張
メ
ロ
ー
ド 

☎
53
―
８
１
１
１

流
し
そ
う
め
ん
大
会

と　

き　

８
月
30
日 

午
前
11
時
30

分
〜
午
後
１
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ　

緑
ヶ
丘
保
育
園
園
庭

参
加
料　

大
人
（
中
学
生
以
上
）

５
０
０
円
、
子
ど
も
３
０
０
円
、

３
歳
未
満
は
無
料

※
準
備
の
都
合
上
、
21
日
ま
で
に
電

話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先　

お
や
サ
ポ
つ
く

し
ん
ぼ
（
緑
ヶ
丘
保
育
園
内
）

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
52
―
１
７
０
０

市
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

紅
葉
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
守

る
市
民
の
会
主
催
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

８
月
29
日 

午
前
９
時
〜

と
こ
ろ　

紅
葉
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場参
加
費　

一
人
６
０
０
円

申
込
期
限　

８
月
20
日

※
申
し
込
み
は
、
管
理
棟
の
用
紙

へ
の
記
入
で
も
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

更
谷 

☎
58
―
３
４
０
８

市税などの納期月（各納期の末日が土、日曜日の場合は翌平日、その翌平日が休日、祭日の場合は、その翌日が納付期限となります。）

平成２７年度　市税等納期一覧表
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民間事業者によるマイナンバーの取扱いについて
　民間事業者も、税や社会保障の手続きで従業員などのマイナンバー
（個人番号）を記載します。事業者の法人番号も記載します。
　法人番号は、設立登記法人などに対し、平成 27年 10月から通知されます。

（過去の広報は夕張市ホームページ、または市総務課に問い合わせてください。）
広報ゆうばり５月号　マイナンバー制度について
広報ゆうばり６月号　マイナンバーを使う主な手続きについて（社会保障分野）
広報ゆうばり７月号　マイナンバーを使う主な手続きについて（税・災害分野）

マイナンバーコーナー

◆主な例（個人番号・法人番号を記載する書類と記載時期）　
【税　　務】 （記載書類）給与所得の源泉徴収票、退職所得の源泉徴収票、報酬・料金・
 　　　　　契約金・賞金の支払調書
 （記載時期）平成２８年１月１日の属する年分以降の申告から
【雇用保険】 （記載書類）資格取得届、資格喪失届、氏名変更届
 （記載時期）平成２８年１月１日提出分から
【健康保険・厚生年金】
　（記載書類）被保険者資格取得届・資格喪失届、健康保険被扶養者（異動）届、被保
　　　　　　　険者報酬月額算定基礎届・変更届、国民年金第３号被保険者関係届
　（記載時期）平成２９年１月１日提出分から 
※詳細は、手続きのときに担当者に確認して下さい。

◆上記の書類に記載するため、従業員などからマイナンバーの提示を受けるときは、
事業主による利用目的の明示と本人確認が必要です。
【利用目的の明示】　例「源泉徴収表作成のため」、「健康保険・厚生年金届出のため」
【本人確認（①と②の両方）】①番号確認（通知カード、個人番号カードなどによる
確認）②本人であることの確認 (ア ) 個人番号カードや運転免許証、パスポート
など顔写真付き証明書による確認 (イ ) 上記が困難な場合は、健康保険証、年金
手帳、児童扶養手当証書、特別児童扶養手当証書から２種類
※上記以外による場合は、市役所に問い合わせください。

◆民間事業者がマイナンバーを取り扱う場合のガイドラインがあります。
詳細は、特定個人情報保護委員会ホームページ http://www.ppc.go.jp/legal/policy/
または全国共通ナビダイヤル 0570-20-0178、市総務課に問い合わせ下さい。

問合せ先　市総務課総務係　☎５２－３１７０

マイナンバーコーナー　バックナンバー

手
当
て
の
受
給
に
か
か
る
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て

◆
所
得
状
況
届
を
忘
れ
ず
に

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障

害
者
手
当
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
方

は
「
所
得
状
況
届
」
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。
届
け
出
を
し
な
け
れ

ば
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
８
月
分
以

降
の
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
に
は
手
続
き
方
法
な
ど
に

つ
い
て
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

提
出
期
限　

８
月
21
日

提
出
先　

市
生
活
福
祉
係
ま
た
は

南
支
所

※
届
け
出
の
際
は
手
当
証
書
（
特

別
児
童
扶
養
手
当
の
み
）、
印
鑑
を

持
参
く
だ
さ
い
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障

害
者
手
当
な
ど
の
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

20
歳
未
満
で
、
精
神
ま
た
は
身

体
に
障
が
い
を
有
す
る
児
童
を
家

庭
で
監
護
・
養
育
し
て
い
る
父
母

な
ど
に
支
給
し
ま
す
。

１
級  

月
額  

５
１
、１
０
０
円

２
級  

月
額  

３
４
、０
３
０
円

○
特
別
障
害
者
手
当
な
ど

※
特
別
障
害
者
手
当

20
歳
以
上
で
、
精
神
ま
た
は
身
体

に
著
し
く
重
度
の
障
が
い
を
有
す
る

た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特

別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ

る
在
宅
の
方
に
支
給
し
ま
す
。

月
額  

２
６
、６
２
０
円

※
障
害
児
福
祉
手
当

20
歳
未
満
で
、
精
神
ま
た
は
身
体

に
重
度
の
障
が
い
を
有
す
る
た
め
、

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
在
宅
の

方
に
支
給
し
ま
す
。

月
額  

１
４
、４
８
０
円

受
給
資
格　

い
ず
れ
の
手
当
も
、
毎

年
の
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
実

績
値
に
よ
り
改
定
と
な
り
、
所
得
、

公
的
年
金
な
ど
に
よ
る
制
限
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係 

☎
52
―
１
０
５
９

ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
あ

ず
ま
し
い
」
市
役
所
２
階

◆
木
村
あ
さ
子
米
寿
記
念
作
品
展

　

木
目
込
み
人
形
や
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
な
ど
、
こ
れ
ま
で
作
り
た
め
た

思
い
出
の
作
品
展
。

期　

間　

８
月
13
日
ま
で　

◆
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
作
品
展

セ
ン
タ
ー
に
通
所
し
て
い
る
方
の
ち

ぎ
り
絵
や
絵
手
紙
な
ど
の
作
品
展
。

と　

き　

８
月
18
日
〜
28
日 

※
い
ず
れ
の
展
示
も
、
午
前
８
時

45
分
〜
午
後
５
時
30
分
（
市
役
所

開
庁
時
間
）、
観
覧
は
無
料
で
す
。

問
合
せ
先　

市
社
会
教
育
係 

☎
52
―
３
１
６
６
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心
臓
の
リ
ズ
ム
や
強
弱
が
乱
れ
る
こ
と
を
不

整
脈
と
言
い
ま
す
。
心
配
の
な
い
も
の
が
大
半

で
す
が
、
不
整
脈
の
中
で
も
『
心
房
細
動
』
は

脳
梗
塞
の
原
因
と
な
る
場
合
が
あ
り
、
年
齢
が

上
が
る
に
つ
れ
発
生
率
が
高
く
な
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

心
房
細
動
っ
て
な
に
？

通
常
、
心
臓
は
規
則
正
し
く
収
縮
と
拡
張
を

繰
り
返
し
て
拍
動
し
ま
す
が
、
心
房
細
動
は
心

臓
が
け
い
れ
ん
し
た
よ
う
に
小
刻
み
に
震
え
る

よ
う
な
状
態
に
な
り
ま
す
。
こ
の
状
態
が
長
く

続
く
と
正
常
な
心
臓
の
ポ
ン
プ
の
働
き
（
収
縮

し
て
全
身
に
血
液
を
送
り
出
し
、
拡
張
し
て
血

液
を
貯
め
る
こ
と
）
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

こ
う
な
る
と
血
液
の
流
れ
が
心
臓
内
で
よ
ど
み
、

血
の
塊
（
血
栓
）
が
で
き
、
ポ
ン
プ
の
働
き
が

正
常
に
も
ど
っ
た
時
に
そ
の
塊
が
血
液
の
流
れ

に
の
っ
て
脳
の
血
管
に
達
し
て
詰
ま
り
脳
梗
塞

を
起
こ
す
の
で
す
。

長
嶋
茂
雄
さ
ん
が
こ
の
タ
イ
プ
の
脳
梗
塞
で
、

重
症
に
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

脈
の
乱
れ
を
知
ろ
う

心
房
細
動
は
動
悸
な
ど
の
自
覚
症
状
が
あ
る

と
は
限
ら
ず
、
自
分
で
気
づ
く
こ
と
は
難
し
い

で
す
が
、
自
分
の
脈
を
と
っ
て
確
認
す
る
こ
と

は
健
康
管
理
上
大
切
で
す
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
で
測
り
ま
す
。
図
の
よ

う
に
手
の
ひ
ら
を
上
に
向
け
、
手
首
の
親
指
の
付

け
根
部
分
に
人
差
し
指
・
中
指
・
薬
指
の
３
本
の

指
の
腹
の
部
分
を
あ
て
、
脈
を
探
し
ま
す
。

そ
し
て
１
分
間
で
何
回
の
拍
動
が
あ
る
か
数

え
ま
す
。
通
常
、
安
静
時
の
正
常
範
囲
は
60
〜

100
回
で
す
。
多
す
ぎ
、少
な
す
ぎ
、不
規
則
と
い
っ

た
脈
の
乱
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

一
度
だ
け
で
は
な
く
、
日
を
変
え
る
な
ど
し

て
何
度
か
測
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

脈
の
乱
れ
が
わ
か
っ
た
ら
、
心
配
な
も
の
か

ど
う
か
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
診
断
の
心
電
図
検
査
で
心
房
細
動
が
わ

か
っ
た
場
合
、
放
置
は
禁
物
で
す
。
必
ず
医
師

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
血
が
固
ま
り
や
す
く

な
る
脱
水
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
水
分
補
給

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

保
健
師　

永
澤　

綾
子

脈
の
乱
れ
を
知
っ
て
確
認
を
！
〜
脈
を
測
っ
て
み
よ
う

運
動
普
及
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
催

健
康
づ
く
り
に
効
果
的
な
運
動
を
自
分
の

た
め
、
地
域
住
民
の
た
め
に
理
解
し
、
普
及

し
て
い
く
方
法
や
技
術
を
学
び
ま
す
。

今
年
度
は
認
知
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
加
え
て
い
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
。

対
象
者　

運
動
普
及
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

興
味
の
あ
る
方
、
運
動
自
主
サ
ー
ク
ル
参
加
者
、

昨
年
度
の
本
講
座
参
加
者
（
定
員
30
人
程
度
）

と　

き　

８
月
31
日
、
９
月
７
日
、
11
月
30
日
、

12
月
７
日
の
月
曜
日
※
４
回
継
続
し
た
内
容
に

な
り
ま
す
。
１
回
の
み
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
も
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
（
初
回
の
み

午
後
０
時
45
分
〜
）

と
こ
ろ　

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー
２
階

申
込
期
限　

８
月
21
日

申
込
・
問
合
せ
先 

市
保
健
係 

☎
52
―
３
１
０
６

や
さ
し
い
精
神
保
健
基
礎
講
座

こ
こ
ろ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

内　

容　

精
神
保
健
に
関
す
る
講
話
、
当
事

者
と
家
族
の
話
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
見
学

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
の
話
を
聞

き
、皆
さ
ん
と
交
流
し
ま
す
。
全
５
回
。
無
料
。

定
員
20
人
（
申
込
順
）

と　

き　

９
月
３
日
〜
10
月
１
日
の
毎
週
木

曜
日 

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　

岩
見
沢
広
域
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
期
間　

８
月
３
日
〜
17
日

申
込
・
問
合
せ
先 

南
空
知
精
神
保
健
協
会
事

務
局
（
岩
見
沢
保
健
所
内
）
☎
０
１
２
６
―

20
―
０
１
２
２

平
成
27
年
度 

北
海
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

と
き
・
と
こ
ろ  

10
月
22
日　

岩
見
沢
市
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

10
月
23
日　

札
幌
市
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

受
付
期
間  

８
月
24
日
〜
９
月
２
日

申
込
方
法  

市
上
下
水
道
課
に
置
い
て
い
る
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

手
数
料　

５
、０
０
０
円（
合
格
し
た
方
は
、資
格

認
定
証
の
発
行
料
と
し
て
別
途
２
、０
０
０
円
）

※
詳
細
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先   

市
上
下
水
道
課 

☎
52
―
３
１
５
２

清
水
沢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
清
水
沢
ま
ち
あ
る
き

毎
月
第
４
土
曜
日
に
Ｊ
Ｒ
清
水
沢
駅
を
出
発
点

に
、
清
水
沢
の
「
ま
ち
の
た
か
ら
」
を
探
す
ま
ち

歩
き
を
行
って
い
ま
す
。
予
約
不
要
。

と　

き　

８
月
22
日 

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
清
水
沢
駅
（
雨
天
時
は
駅

の
中
で
お
話
会
）

参
加
料　

運
営
費
と
し
て
１
０
０
円

◆
清
水
沢
駅
展
覧
会
・
平
中
麻
美
子
個
展
「
石

炭
回
想
録
」
開
催

旧
北
炭
清
水
沢
火
力
発
電
所
に
勤
務
し
て

い
た
元
電
力
マ
ン
の
話
を
視
覚
的
に
記
録
し

た
作
品
展
示
。
入
場
無
料
。

と　

き　

８
月
末
ま
で
（
始
発
か
ら
終
電
ま
で
）

と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
清
水
沢
駅
待
合
室

問
合
せ
先　

清
水
沢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

☎
０
５
０

―
５
５
８
５
―
７
６
７
６

正しい脈の測り方



チャリティーライブ
６月１８日　清陵保育園

Jaxon さんと中西圭三さんが市内６カ所
で今年も無料ライブを開催。夕張の風景や市
民の言葉をもとに二人が作詞作曲した、オリ
ジナル曲「夕張のうた」も披露されました。

夕張の川を調べよう
７月９日　ホロカクルキ川

ゆうばり小学校の４年生は、毎年紅葉山地区のホロカク
ルキ川で、河川管理者などの協力のもと、魚や水生昆虫、
水辺の植物などを調べています。川流れ体験も行うなど、
楽しみながら地元の川の環境調査を行っています。

七　夕
７月３日（緑ヶ丘保育園）　
７月７日（ユーパロ幼稚園）

年に一度の七夕。緑ヶ丘保育園では、縁日を楽し
んだ後、手作りのちょうちんにろうそくの火を灯し
て、ちょうちん行列。ユーパロ幼稚園では、願い事
をみんなの前で発表した後、短冊を飾りつけ、歌や
ゲームを楽しみました。

広報ゆうばり　２０１５年８月号 1212



夕高祭
７月１１日、１２日　夕張高校

高校生活での一大イベント「夕高祭」。みんなでひと
つのことをやり遂げる経験は、いい思い出になるだけで
なく、これからの人生にも役立ちます。先生や保護者、
地域の皆さんなどに支えられている、地元の高校の一員
であることを改めて感じる機会にもなったと思います。

食育販売体験
７月１０日　道の駅夕張メロード

JA夕張市青年部は、毎年ゆうばり小学校３年生に食育事
業を実施。座学から始まり、圃場や集荷場の見学をするなど、
出荷までの苦労や美味しさの秘密を勉強してきた子供たち。
この日の販売体験では、手作りのビラを手に特産品の夕張メ
ロンを元気にPRしました。

広報ゆうばり　２０１５年８月号1313



1414広報ゆうばり　２０１５年８月号

南
空
知
再
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

秋
を
感
じ
て
！
樺
戸
の
歴
史
と

芸
術
鑑
賞
バ
ス
ツ
ア
ー

と　

き　

９
月
８
日 

午
前
10
時
〜

午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

岩
見
沢
市
（
松
島
正
幸
記

念
館
）、
月
形
町
（
月
形
樺
戸
博
物

館
、
月
形
温
泉
ゆ
り
か
ご
、
コ
テ
ー

ジ
ガ
ー
デ
ン
）、
美
唄
市
（
宮
島
沼
）

参
加
料　

大
人
２
、２
０
０
円　

小

人
（
小
学
生
以
下
）
１
、６
９
０
円

申
込
期
間　

８
月
３
日
〜
19
日

募
集
定
員　

30
人

※
定
員
を
超
え
る
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
、
抽
選
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ツ
ア
ー
内
容
は
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

市
ま
ち
づ
く
り

企
画
室 

☎
52
―
３
１
４
１

Ｃ
Ｏ
．
Ｃ
Ｏ
．
フ
レ

〜
夕
張
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

企
画
〜

と　

き　

８
月
26
日 

午
後
４
時
15

分
〜
５
時
15
分

と
こ
ろ　

夕
張
高
等
養
護
学
校

内　

容　

夕
高
生
の
企
画
し
た

ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
の
交
流
。

申
込
・
問
合
せ
先　

夕
張
高
等
養
護

学
校 

☎
56
―
５
５
３
０

自
衛
官
募
集

◆
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

受　

付　

通
年

対
象
年
齢　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

※
詳
し
く
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

本
部
恵
庭
地
域
事
務
所 

☎
０
１
２
３

―
34
―
５
４
３
８

北
海
道
警
察
官
募
集

試
験
区
分　

Ａ
区
分
（
男
性
・
女
性
）
大
学
な
ど

を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方

Ｂ
区
分
（
男
性
・
女
性
）
Ａ
区
分
以

外
の
方
（
短
大
卒
業
ま
た
は
卒
業

見
込
み
、
高
校
卒
業
ま
た
は
卒
業

見
込
み
な
ど
）

受
験
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

（
Ａ
・
Ｂ
区
分
共
通
）

受
付
期
間　

８
月
11
日
〜
26
日

１
次
試
験　

９
月
20
日

２
次
試
験　

10
月
下
旬
〜
11
月
上
旬

最
終
合
格
発
表　

12
月
４
日
（
予

定
）

採
用
予
定
日　

平
成
28
年
４
月
１

日
以
降

※
詳
細
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

夕
張
警
察
署　

☎
52
―
０
１
１
０

医療機関名

夕張市立診療所
☎52-4339
簗詰医院
☎59-7026

南清水沢診療所
☎59-7085
中條医院
☎58-2350

８月１２日
（水）

○

△

○

○

８月１３日
（木）

○

×

○

×

８月１４日
（金）

×

×

○

×

８月１５日
（土）

×

×

×

×

８月１６日
（日）

日曜当番医

×

×

×

○
全
日
診
療 

△
午
前
診
療 ×

休
診

お
盆
中
の
診
療
体
制

四
島（
し
ま
）返
還

　
　

ひ
と
り
の
力
が

　
　
　
　

大
き
な
力
に

8 月は　北方領土返還要求強調月間

択捉島

色丹島

歯舞群島

国後島

平成２７年 7月１日現在
人　口 9,279 人 （－ 16 人）
　男　 4,300 人 （－ 7人）
　女　 4,979 人 （－ 9人）

世帯数 5,319 世帯 （－7世帯）
 （　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、
広
報
ゆ
う
ば
り
９
月
号
は

９
月
１
日
に
配
布
し
ま
す
。

このコーナーに掲載する乳幼児（小学校入学前まで）
の写真をお待ちしています。

送り先　市総務係　（☎５２－３１７０）

父・裕介さん　　母・美香さん
本町

佐
々
木　

愛ま
な
と斗　

ち
ゃ
ん

平
成
24
年
10
月
25
日
生
ま
れ

こどものへや

発行　夕張市（毎月 1日発行）北海道夕張市本町 4丁目 2番地　☎ 0123-52-3170
編集　総務係　　　　　　　　夕張市ホームページ　http://www.city.yubari.lg.jp


